
瑞穂町消防団 

団長 古川 宗昭 

春の火災予防運動

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平
素
よ
り
瑞
穂
町
消
防
団
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
瑞
穂
町
消
防
団
古
川
宗
昭
団
長
が
平
成
28
年
秋
の
褒
章
に
て
、

藍
綬(

ら
ん
じ
ゅ)

褒
章
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。
藍
綬
褒
章
は
、
多
年
消
防
業
務

に
従
事
し
、
そ
の
功
労
が
顕
著
な
現
役
消
防
団
員
に
対
し
て
、
天
皇
が
授
与
す
る

栄
典
で
あ
り
、
瑞
穂
町
消
防
団
と
し
て
は
初
の
受
章
と
な
り
ま
す
。 

 

古
川
団
長
は
昭
和
62
年
4
月
に
入
団
し
て
以
来
30
年
間
、
地
域
防
災
に
尽
力

し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
章
を

受
章
し
た
こ
と
は
、
他
の
消
防
団
員
へ
の
士
気
向
上
に
も
繋
が
る
も
の
で
す
。 

こ
の
受
章
を
各
団
員
が
更
な
る
励
み
と
し
、 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る 

防
災
機
関
と
し
て
、
消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん 

の
こ
と
、
災
害
活
動
や
警
戒
・
広
報
活
動 

な
ど
の
町
防
災
の
第
一
線
を
担
っ
て
い
き 

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

担
当 

本
部) 
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古
川
団
長
が
藍
綬
褒
章
を
受
章 

回覧 



 

11
月
19
日(

土)

こ
の
日
は
、
朝

か
ら
雨
の
中
、
福
生
消
防
署
の
指
導

の
も
と
、
瑞
穂
町
消
防
団
第
２
分

団
・
福
生
市
消
防
団
第
２
分
団
・
羽

村
市
消
防
団
第
１
分
団
の
三
団
で
、

み
ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
で
大
規
模
な

火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 

各
分
団
ホ
ー
ス
20
本
を
の
ば
し
、

小
型
ポ
ン
プ
に
つ
な
ぎ
一
斉
放
水

の
合
図
で
放
水
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
小
型
ポ
ン
プ
に
つ
な
ぐ

「
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ル
ブ
」
と
い
う 

も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
中 

継
ポ
ン
プ
の 

送
水
圧
力
が 

変
化
し
て
も
、 

放
水
ポ
ン
プ 

の
圧
力
が
変 

わ
ら
ず
に
送 

水
で
き
る
と 

い
う
便
利
な 

物
で
す
。
最
後
に
福
生
消
防
署
長
よ

り
講
評
を
頂
き
終
了
し
ま
し
た
。 

 

                             

                             

東 

京 

消 

防 

庁 

震 

災 

訓 

練 
10
月
30
日(

日)

総
合
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
分
団
で
の
最
高

指
揮
官(

分
団
長)
不
在
を
想
定
し
た
訓
練
と
な
り
ま
す
。 

ま
ず
、
各
分
団
は
、
詰
所
に
て
待
機
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な

想
定
で
の
訓
練
に
な
る
か
は
、
本
部
運
営
陣
の
み
知
る
事
と
な
り
、
団
員
に
お
い
て

は
、
ど
の
様
な
下
命
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
待
機
し
ま
す
。 

無
線
に
て
各
分
団
へ
の
下
命
に
よ
り
、
一
斉
に
各
任
務
を
遂
行
す
べ
く
活
動
開
始

で
す
。
分
団
の
指
揮
官
は
副
分
団
長
と
な
り
、
分
団
員
を
指
揮
し
ま
す
。 

第
一
の
下
命
は
、 

「
武
蔵
資
材
置
き
場
へ
向
か
い
土
嚢
を
確
保
せ
よ
」 

現
着
す
る
と
他
分
団
が
土
嚢
を
準
備
し
て
お
り
、
直
ち
に
次
の
下
命
。 

「
高
根
町
集
会
所
へ
、
土
嚢
を
運
搬
せ
よ
」 

各
分
団
の
協
力
の
下
、
土
嚢
を
車
両
へ
搬
送
し
、
集
会
所
へ
運
搬
。 

「
み
ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
で
火
災
発
生
、
直
ち
に
消
火
に
当
た
れ
」 

最
後
は
、
全
分
団
で
の
連
携
し
た
消
火
活
動
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
で
は
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
も
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
に
対
し
て
も
訓
練
を
重
ね
、
安
全
安
心
を
守
る
べ
く
活
動
し

て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

担
当 

５
分
団) 

総 

合 

訓 

練 

土嚢を確保せよ！！ 

土嚢を運搬する団員 

放水はじめ！！！ 

今
回
は
雨 

の
中
の
訓
練 

で
し
た
が
、 

災
害
は
い
つ 

ど
ん
な
時
に 

起
き
る
か
わ 

か
り
ま
せ
ん
。 

い
ろ
い
ろ
な 

訓
練
を
し
て
い
ざ
災
害
が
起
き
た
時

に
生
か
せ
れ
ば
と
お
も
い
ま
す
。
ま

た
、
他
の
地
域
の
消
防
団
同
士
の
連

携
し
た
訓
練
が
大
切
だ
と
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
足
元
の
悪
い

中
の
訓
練
も
い
い
経
験
で
し
た
。
い

つ
も
以
上
に
時
間
が
掛
か
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。 (

担
当 

２
分
団) 

ダイレクトバルブ 



平
成
29
年
1
月
8
日(

日)

午
後
1
時
30
分
よ
り
町
民
会
館
に
て
、
消

防
団
に
よ
る
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
に
は
、
本
部
を
含
め
た
全
分
団
に
よ
る
消
防
車
に
て
各
町
内
、
詰

所
等
を
広
報
活
動
に
よ
る
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。 

又
、
本
年
は
例
年
と
違
い
雨
天
予
報
の
為
、
近
年
ま
れ
な
屋
内
方
式
で
の

式
典
と
な
り
ま
し
た
。 

酒
井
副
団
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
総
勢
1

2

0
余
名
の
消
防
団
に
よ

る
規
律
あ
る
整
列
の
下
、
団
旗
敬
礼
と
式
典
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

石
塚
幸
右
衛
門
瑞
穂
町
長
に
よ
る
告
示
を
受
け
、
団
長
訓
示
、
消
防
署
長

の
挨
拶
を
頂
き
、
昨
年
12
月
22
日
に
お
こ
っ
た
「
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
」

を
は
じ
め
、
4
月
14
日
の
「
熊
本
地
震
」
12
月
28
日
の
「
茨
城
地
震
」
に

つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。
8
月
に
は
大
規
模
な
台
風
の
発
生
に
よ
り
瑞
穂
町

で
も
甚
大
な
被
害
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
消
防
団
に
よ
る
迅
速
な

災
害
対
応
、
二
次
災
害
の
防
止
、
各
町
民
・
町
財
産
の
保
護
と
各
自
が
災
害
時

の
中
核
と
な
り
意
識
を
も
っ
て
行
動
に
移
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
常
日
頃
待
っ

て
は
く
れ
な
い
災
害
対
応
の
為
、訓
練
活
動
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
思
い
を
感
じ
私
た
ち
消
防
団
も
期
待
に
応
え
る
為
、
訓
練
を
欠
か
せ

ま
せ
ん
が
、消
防
団
が
活
躍
す
る
よ
う
な
災
害
が
無
い
こ
と
を
祈
る
一
日
で
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

４
分
団
） 

 

                

        

     

                             

12
月
4
日(

日)

都
立
野
山
北
・
六
道
山
公
園
広
場
で
、
福
生
消
防
署
、
瑞
穂
町
・

福
生
市
・
羽
村
市
の
消
防
団
と
連
携
を
図
る
目
的
と
し
て
、
実
践
的
な
合
同
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
「
林
野
火
災
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
山
火
事
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま

す
。 今

回
訓
練
を
行
っ
た
六
道
山
周
辺
は
、
水
資
源
の
確
保
、
環
境
の
保
全
な
ど
、
私

達
住
民
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
守
る
為
に
必
要
な

訓
練
が
、
林
野
火
災
訓
練
と
な
り
ま
す
。 

林
野
火
災
の
特
徴
と
し
て
、
建
物
火
災
と
異
な
り
発
見
や
通
報
が
遅
れ
る
場
合
が

多
く
、
消
防
隊
も
現
場
到
着
す
る
の
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
延
焼
速
度

が
速
い
為
、
現
場
に
到
着
し
た
時
に
は
大
火
事
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
消
防

隊
の
接
近
が
困
難
で
あ
り
、
水
利
の
確
保
が
で
き
な
い
為
、
人
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
く
、
体
力
の
消
耗
が
著
し
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
福
生
消
防
署
・
各
消
防
団
が
連
携
し
、
総
延
長
約
8

0

0
ｍ
も
の
遠

距
離
送
水
訓
練
を
行
い
、
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。 

 

林 

野 

火 

災 

消 

防 

演 

習 

瑞 

穂 

町 

消 

防 

団 

出 

初 

式 

一斉放水 

ジェットシューター隊 

による延焼拡大防止 

山
の
起
伏
に
よ
る
水
圧
の
様
々
な
変
化
や
目
視
の
効
か
な
い
状
況
で
の
無
線
を

使
っ
た
連
携
が
で
き
、
通
常
の
訓
練
で
は
体
験
で
き
な
い
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
春
先
に
か
け
て
林
野
火
災
件
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ハ
イ

キ
ン
グ
等
に
出
か
け
る
時
は
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。 

最
後
に
、
1
月
に
行
わ
れ
た
瑞
穂
町
駅
伝
大
会
の
出
場
の
際
に
は
、
温
か
い
ご
声

援
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
(

担
当 

３
分
団) 

今
年
も
激
走
！！ 

消防自動車による 

広報活動 

瑞穂町長告示 

消防団員表彰 



                             

                     

自
分
の
町
、
大
切
な
人
を 

守
り
た
い
。 

地
域
の
防
災
の
為
に
あ
な 

た
の
「
チ
カ
ラ
」
を
発
揮 

し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 

条 

件 

・
在
住
ま
た
は
在
勤
者 

・
18
歳
以
上 

・
健
康
な
方 

  

連 

絡 

先 瑞
穂
町
消
防
団
事
務
局 

（
瑞
穂
町
住
民
部
地
域
課
内
） 

☎ 

０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
０ 

本殿を守れ！！ 

1
月
22
日(

日)

愛
宕
神
社
に
お
い
て
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
演
習

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
福
生
消
防
署
、
第
１
分
団
、
第
４
分
団
、
災
害

時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
神
社
関
係
者
及
び
地
域
住
民
の
皆
様
な
ど
、
様
々
な

機
関
が
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

落
ち
葉
焼
却
中
に
本
殿
に
飛
火
し
て
出
火
、
神
社
関
係
者
が
消
火
器
で
消
火

し
た
が
燃
え
広
が
っ
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

救
護
訓
練
や
初
期
消
火
活
動
に
続
き
、
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
大
隊
長
の
下

命
に
よ
り
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
は
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の

木
造
建
造
物
で
あ
る
国
宝
「
法
隆
寺
金
堂
」
が
火
災
に
あ
い
、
壁
画
が
焼
損
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
災
害
か
ら
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に
昭
和
30
年
に
定

め
ら
れ
、
毎
年
全
国
各
地
で
文
化
財
の
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

冬
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。
文
化
財

の
多
く
は
木
や
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

頃
か
ら
火
災
に
対
し
て
十
分
な
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

今
後
も
各
機
関
と
連
携
を
深
め
、
更
に
自
治
会
と
消
防
団
が
よ
り
一
層
協
力

し
合
い
な
が
ら
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
担
当 

１
分
団
） 

 

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
演
習 

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
町
民
へ
災
害
や
火
災

が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の
Q

R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を
し
て

下
さ
い
。 

   

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 

広
報
誌
編
集
委
員 

本 

部 

村
田
健
二
副
団
長
・
髙
橋
一
幸
副
団
長 

１
分
団 

長
谷
部
康
行
部
長
・
中
垣
浩
光
部
長 

２
分
団 

佐
藤 

稔
部
長
・
山
内
稔
啓
部
長 

３
分
団 

川
嶋
浩
康
部
長
・
浦
野 

純
部
長 

４
分
団 

鳥
海
利
規
部
長
・
日
置
高
朗
部
長 

５
分
団 

石
川
正
樹
部
長
・
中
村
篤
尚
部
長 

連
絡
先 

瑞
穂
町
消
防
団
事
務
局 

 
 
 
 
 

☎
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４
２
（
５
５
７
）
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６
１
０ 

救 護 訓 練 

一 斉 放 水 


